
 

10 月 12 日に上陸した台風 19 号は全国各地に大

きな被害をもたらし、今だにその被害が増える状

況です。

今回の台風は、これまでにない豪雨によって河

川の氾濫、堤防の決壊、土砂崩れ、床上浸水など、

広範な地域が被害を受け、10 月 19 日現在で死者

79 名、行方不明者 11 名となっています。

お亡くなりになられた方のご冥福を祈るととも

に、いまだ避難をされている方をはじめ、被害に

あわれた方々にお見舞いを申し上げます。

早急な災害復旧に日本共産党としても力を合わ

せて取り組みます。

現在、被災地への救援募金のお願いをしており

ますので、みなさまのご支援をよろしくお願いい

たします。

台風 19 号によって神奈川県内でも多くの被害

が発生しています。死者 14 名、行方不明者 2 名

となっています。

川崎市では、多摩川の氾濫により、高津区や中

原区で多くの被害が発生しました。高津区は多摩

川と支流の平瀬川の合流地点で下水から水があふ

れだし、約 3

ｍの高さまで

水が浸水しま

した。亡くなっ

た方もおり、

大変な被害と

なりました。

相模原市で

は、土砂崩れ

で亡くなる方

や川沿いの道路が崩れ軽自動車に乗っていた家族

4人が亡くなるなど甚大な被害となりました。

また、オリンピックの自転車競技のコースとなっ

ている国道 413号線が土砂崩れで寸断されるなど、

一部地域では孤立した状況になっています。

横須賀市では、高波により佐島や久里浜、北下

浦地域で道路が通行止めとなり、歩道の倒壊や海

岸付近の家屋や商店に波が押し寄せるなどの被害

がありました。

また、停電も西行政センター管内、久里浜行政

センター管内など 1万軒以上で発生。がけ崩れも

10 か所で発生しました。

さらに川崎沖で沈没したタンカーの乗組員が 7

名死亡し、

重油が流出。

観音崎沖ま

で流れ、重

油による被

害が広がり

ました。

10 月 16 日に県議会第 3 回定例会の前半が終了

しましたので、18 日にはたの君枝衆議院議員、

大山県議、加藤元県議とともに箱根の山田町議に

案内をしていただき、箱根町の被害状況を視察し、

箱根の山口町長とも懇談しました。

箱根は観測史上最大の降雨量となる 1000 ㎜を

記録し、豪雨により土砂災害や河川の堤防が壊れ

るなどの甚大な被害を受けました。

とりわけ、箱根登山鉄道の線路が土砂崩れによ
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神奈川県内での被害状況

台風の次の日。砂で埋め尽くされた久里浜海岸

川崎市高津区。多摩川の氾濫で家屋が浸水

横須賀市での被害状況

箱根町の被害状況を視察



り、流されてしまったため、運行できない状況と

なっていました。

この場所は、国道 138 号線の蛇骨橋付近の斜面

で大木とともに線路が流されました。(写真の左

上に線路。写真中央に線路が土砂で流されてなく

なっている状況)

この影響で箱根登山鉄道は、箱根湯本～強羅ま

で運行できず、復旧にかなりの時間がかかるとの

ことでした。現在、この区間をバスの本数を多く

して振替をしているとのことでした。

強羅商店街の会長は、この 1 週間で売り上げは

通常の 10 分の 1 になっていること。噴火警戒レ

ベルもやっと下がり、紅葉のシーズンになってこ

れからという時に大きなダメージ。しかし、人的

被害がなかったことはよかったと述べていました。

また、宮城野地区では、マンションの前の神社

の斜面が崩れマンションに土砂が流入するととも

に裏を流れる沢の堤防が崩され、大変心配してい

るという住民の声も聴きました。

県に確認したところその場所は確認しているが、

現在、ほとんどの業者がで払っていて対応できな

い状況になっているとのこと。早急な対応を要望

しました。

いずれにしても被害が多く、対応に苦慮してい

る状況でした。

先月の台風 15 号の被害は風により、倒木や屋

根が飛ばされるなどの被害、停電も多く発生しま

した。今回は豪雨による被害と同じ台風でもそれ

ぞれ被害の状況が少しずつ異なっていましたが、

大きな被害が生じました。

今後台風の備えは大変重要です。

9月 6日から開催されていた第 3回定例会は、1

0 月 16 日に前半を終えました。

日本共産党県議団は知事から提案のあった 22

議案の内、8議案に反対をしました。

9月 19 日に行われた本会議の一般質問では、共

産党県議団として石田かずこ県議(川崎市高津区)

が幼児教育保育の無償化について、児童虐待防止

のために児童相談所などの体制強化について、多

摩川の支流・平瀬川の整備などについて質問しま

した。

2018 年度、県内 5カ所の児童相談所（政令市と

横須賀市を除く）で受けた相談受付件数は 10,63

3 件、中で最も多いのが児童虐待相談で 5348 件と

なり、過去最多となっています。

今年 7 月の「神

奈川県児童虐待に

よる死亡事例等調

査検証委員会」で

は、「児童福祉司

が疲弊しないよう

職員を支える組織

作りに力を入れる

必要がある」と指摘しています。このような指摘

もあり、県はこの 3 年間で、児童福祉司を 51 人

増員し、121 人としました。

一方で、児童福祉司とチームで支援にあたるこ

とが多い児童心理司はこの 3 年間 33 人のままで

一人も増員していません。児童心理司の増員を知

事に求めました。

知事は、国も 2022 年度までに児童心理司を約 8

00 人増員する計画があること。今後、政令で児

童心理司の配置基準が定められるため、それを踏

まえて人材の確保・育成を図るとの答弁でした。
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第 3 回定例会前半が終了

児童相談所などの体制強化を！

上：マンションに倒木が流入

右：マンションの裏の堤防が崩壊


